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電子版瑠り光では、工事中の国宝・五重塔の貴重な写真を特別掲載していますので、是非ご覧ください。
過去発行された瑠り光もご覧いただけます。

④三尊仏仮巻横額軸

⑥西国四十九薬師霊場 
　ご朱印・巡礼ガイドブック
Amazon、楽天ブックス等
でもお求めいただけます。

①宝印用バインダー（薬師霊場会指定）
②三尊仏仮巻軸（薬師霊場会指定）
③座像仮巻軸（薬師霊場会指定）

・ご注文は下記「西国四十九薬師霊場会事務局」又は「各霊場会寺院」まで
　寺院での在庫切れの場合はご容赦ください。
　事務局へのご注文は地方発送も承ります。（送料・振込手数料ご負担下さい）
・宝印御朱印、各お軸への御朱印は各霊場寺院にてお受け下さい。
・ご朱印志納料について
　西国四十九薬師霊場宝印用紙およびお軸、ご朱印帳：５００円、重ね印：５００円
　白衣、笈摺（おいずる）：３００円
・四十九巡拝成満の際には「満願之証」を授与します。満願された寺院にお申し出ください。

2,000円
25,000円
20,000円

④三尊仏仮巻横額軸（薬師霊場会指定）
⑤霊場巡拜納め札（薬師霊場会指定）※70枚綴り
⑥西国四十九薬師霊場 ご朱印・巡礼ガイドブック

25,000円
100円
1,540円
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It includes forty-nine temples enshrining the Medicine Buddha. Each features beautiful scenery, 
rich heritage, and deep faith. This pilgrimage offers a special journey to receive the blessings of 
health and mental healing. Why not visit from somewhere nearby?

Saigoku Yakushi Pilgrimage

西国四十九薬師霊場ご参拝のおすすめ

霊場会ホームページへ

薬師瑠璃光如来のことを一般的にお薬師さんと呼び、親しまれています。お薬師さんは私たちの大切な体や心の病気を救ってくださる仏で
す。大阪、兵庫、京都、滋賀、奈良、和歌山、三重の七府県四十九ヵ寺の西国四十九薬師霊場は時の流れに耐え、歴史の重みを伝えてきた由
緒深い、特徴のある寺院です。更に寺観もよく、文化財にも富み、また、強い信仰に支えられてきました。健やかな身、心の安らぎを与えてくだ
さる西国四十九薬師霊場へ巡拝してみませんか。

②三尊仏仮巻軸 ③座像仮巻軸

⑤霊場巡拜納め札

①宝印用バインダー

「薬師信仰の伝統と祈りが脈 と々息づく、藤

原氏ゆかりの古刹」

古都奈良の中心に立ち、1300年以上の歴

史を刻む興福寺は、藤原氏の氏寺として大

変な栄華を極めた法相宗の大本山です。

1998年には「古都奈良の文化財」としてユ

ネスコ世界文化遺産に登録されました。

その起源は天智8年（669）、藤原鎌足公の病気平癒を祈り、夫人の鏡王女(かがみのおおきみ)が釈迦三

尊像を本尊として山背国（京都府）に創建した「山階寺(やましなでら)」に遡ります。その後、飛鳥へ都が

戻った際に大和国高市郡廐坂の地に移されて「廐坂寺(うまやさかでら)」と改称され、さらに平城遷都に

ともない和銅3年（710）、藤原不比等によって現在地に移され、「興福寺」と改められました。

境内には、神亀3年（726）に聖武天皇が叔母の元正太上天皇の病気平癒と平穏を祈って建立した国宝「

東金堂」が重厚な姿を留めています。堂内の中央には、西国四十九薬師霊場第4番の本尊である銅造薬

師如来坐像（重文）が鎮座し、その周りを同じく重要文化財である銅造日光・月光菩薩立像や木造十二神

将立像（国宝）、木造四天王立像（国宝）、木造文殊菩薩坐像（国宝）、維摩居士坐像（国宝）など、我が国

の仏教彫刻を代表する名品が厳重に護っています。

また、2018年に再建落慶を迎えた興福寺伽藍の中心になる「中金堂」をはじめ、日本一美しい八角円堂と称される「北円堂」

（国宝）、西国三十三所第9番札所である「南円堂」（重文）、そして古都奈良のシンボルであり木造塔として日本で2番目の高さ

を誇る国宝「五重塔」など、数多くの建造物が悠久の歴史を物語っ

ています。さらに「国宝館」には、三面六臂のしなやかなお姿で多く

の人 を々魅了する「阿修羅像（乾漆八部衆立像）」をはじめ、数 の々

国宝・重要文化財の至宝が収蔵されており、訪れる参拝者の心を

静かに癒やしてくれます。

現在（2026年9月）、五重塔は明治以来約120年ぶりの大規模な保

存修理が行われています。2034年完了予定で、周囲は素屋根で

覆われ一部通行制限があります。参拝の際はご注意ください。

第4番霊場

興福寺
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第9番　金 剛 寺
こん     ごう        じ

第11番　高 室 院
たか     むろ     いん

第12番　禅 林 寺
ぜん     りん        じ

第10番　龍 泉 院
りゅう     せん     いん

第13番　弘 川 寺
ひろ      かわ     でら

第15番　家 原 寺
え       ばら       じ

第14番　野 中 寺
や      ちゅう      じ

七仏薬師巡拝
四十九ヶ寺の満願を目指して
七つのエリア分けをしています。

それぞれのグループに名称があります。

「薬･師･瑠･璃･光･遍･照」
表紙の七寺は

璃 界

東金堂と五重塔（共に国宝）

銅造薬師如来坐像と脇侍の日光・月光両菩薩像（東金堂内、重要文化財）
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※
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独
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も
ご
ざ
い
ま
す
。

行事、拝観時間・料金などの
詳細は、興福寺のホームページ
でご確認ください。

法相宗大本山

興  福  寺




